
田辺工業高等学校（全）・機・電・情 ３年・コ英Ⅱ・０６３ 
教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

外国語 
コミュニケーション 

英語Ⅱ 
２ ３ 全学科 

 

科目の概要 
高校１・２年での既習事項を確認し、英語の基礎・基本を定着させる。４技能を用

いて積極的にコミュニケーションを図ろうとする能力と態度を育成する。 

学習目標 

・事物に関する紹介や報告、対話や討論などを聞いて、情報や考えなどを理解

したり、概要や要点をとらえたりする。 

・説明、評論、物語、随筆などについて、情報や考えなどを理解したり、概要

や要点をとらえたりする。また、聞き手に伝わるように音読や暗誦を行う。 

・聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考

えなどについて、簡潔に書く。 

・聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考

えなどについて、話し合ったり意見の交換をしたりする。 

教科書 Revised COMET English Communication Ⅱ（数研出版） 

副教材等 
COMET コメット英単語(数研出版) 
COMET コメット英単語学習ノート②(数研出版) 

評価の観点 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

コミュニケーショ

ンに関心をもち、積

極的に言語活動を

行い、コミュニケー

ションを図ろうと

する。 

英語で話したり書

いたりして、情報や

考えなどを適切に

伝えている。 

英語を聞いたり読

んだりして、情報や

考えなどを的確に

理解している。 

英語やその運用に

ついての知識を身

に付けているとと

もに、言語の背景

にある文化などを

理解している。 

評価の方法 

・定期考査 ・パフォーマンステスト 
・小テスト（単語、スピーキング、リスニング、ライティング、音読等） 
・ワークシートや課題等への取り組み状況 
・授業への取り組み状況（ペアやグループワーク、発表等） 

担当者より 
（注意事項等） 

・上記の評価の観点、評価の方法を踏まえ、総合的に評価します。 
・英語で積極的にコミュニケーションを図る力を養うために、英語の基礎･基本事

項を徹底し、反復練習します。 
・自分のことや与えられたテーマについて英語で表現する機会を設けます。間違い

を恐れず、チャレンジしてください。 
・辞書や書籍等を用いた調べ学習や発表等の活動にクラスメイトと協力して取り組

み、意欲的に学習していきましょう。 
◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 

(L6) Why Is It That Shape? ○ ○         

(L7) Fuji、 a Dolphin With a 

New Fin 
 ○ ○ ○       

(L8) Do We Need That?    ○       

(L9) Changing Feelings    ○       

(L10)Ban Shigeru、 Architect 

of Paper 
    ○ ○     

(L11) Win for Our Nation       ○ ○   

(L12) From Small Factories 

to the World 
       ○ ○  

 


